
methyl-4・phenyl-2，5・cyclohexadienone の光反応.
日 本薬学会北陸支部 第67例会， 1985， 11 ， 金沢.

18 ) 高畑広紀， 茂住真弓， 山崎高慮 : チ オ ア ミ ド
基の化学 チ オ イ ミ デー ト 類の ヨ ウ ド ラ ク タ ミ ゼー
シ ョ ン . 日 本薬学会北陸支部第67例会， 1985， 11， 
金沢.
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⑨ 原 著
1 )  Sakai T.， Kobashi K.， Tsunezuka M.， 

Hattori M. and Namba T. : Studies on Dental 
Caries Prevention by Traditional Chinese Medi­
cines (Part VI) On the Fluoride Contents in Crude 
Drugs. Syoyakugaku Zasshi 39 : 165-169， 1985. 

2) Koizumi F.， Koeda T.， Wakaki K.， 
Matumoto M.， Kobashi K.， Akao T. and Fukase 
M :  Cystinosis with Marked Atrophy of the 
Kidneys and Thyroid. Acta Pathol. ]pn. 35 : 145 
155， 1985. 

3 )  Kobashi K.， Sakaguchi K.， Takebe S. and 
Hosaka K :  A Colorimetric Method for the Deter­
mination of Hydroxamic Acid by lodine Oxida­
tion. Anal. Biochem. 146 : 7-12， 1985. 

4) Hattori M.， Sakamoto T.， Yamagishi T.， 
Sakamoto K.， Konishi K.， Kobashi K. and N amba 
T. : Metabolism of Glycyrrhizin by Human 

Intestinal Flora (II) Isolation and Characteriza­

tion of Human Intestinal Bacteria Capable . of 

Metabolizing Glycyrrhizin and Related Com­

pounds. Chem. Pharm. Bull. 33 : 210-217， 1985. 

5) Akao T.， Akao T.， Mibu K. ， Hattori M.， 

Namba T. and Kobashi K. : Enzymatic Reduc­

tion of Sennidin and Sennoside in Peρtostrepto・

coccus intermedius. ] .  Pharmacobio. Dyn. 8 :  800 

807. 1985. 
6) Hattori M.， Shu Y.-Z.， Shimizu M.， 

Hayashi T.， Morita N.， Kobashi K.， Xu G.-]. and 

Namba T. : Metabolism of Paeoniflorin and 

Related Compounds by Human Intestinal Bac­

teria. Chem. Pharm. Bull. 33 : 3838-3846， 1985. 

7) Nakai N.， Fujii Y.， Kobashi K. and 

年会. 1985， 4 ， 金沢.
6) 糸 岡 利行， 的場勝英， 山 崎高層， 百瀬雄章，

村岡 修 : Bicyclo [3.3.1] nonanふone 類の合成 と 反
応特異性. 日 本薬学会第105年会， 1985， 4 ， 金沢.

7) 山崎高層， 平井美朗， 谷井順子， 的場勝英 :
4・Pyrimidinone 誘 導 体 と methyl acetylenedicar­
boxylate と の 反応. 日 本薬学会第105年会， 1985， 
4 ， 金沢.

8) 高畑広紀， 馬場康則， 茂住真弓， 山崎高層 :
チ オ ア ミ ド基の化学 チ オ ラ ク タ ム 及 ぴ環状モ ノ チ
オ イ ミ ド のチ オ ク ラ イ ゼン 転位 ・ 日 本薬学会北陸支
部第65回例会， 1985， 6 ， 富 山 .

9 )  高畑広紀， 穴沢 昭， 守 山 恵子， 山 崎高層 :
チ オ ア ミ ド基の化学 ダブルエナ ミ ン 等価の ケ テ ン
-S，Nア セ タ ー ル体 と し 4 ー キ ノ ン と の反応. 日 本
薬学会北陸支部第65 回例会， 1985， 6 ， 富 山 .

10 ) 的場勝英， 山 崎高謄 : 1，3・Oxaselenole 誘導
体の Diazomethane 反応生成物， 日 本薬学会北陸支
部第65回例会， 1985， 6 ， 富 山 .

11 )  高畑広紀 : チオア ミ ド基の特性 を 活用 す る 有
機合成反応. 日 本薬学会北陸支部第66 回例会 ( 研究
奨励講演会) ， 1985， 7 ， 金沢.

12) Takahashi T.， Hirokami S.， Nagata M. 
and Yamazaki T. : Photochemical Reactions of 
5-Methyl-4-Pyrimidinones in Acetic Acid. XIIth 
International Conference on Photochemistry， 
1985， 8， Tokyo. 

13) Hirokami S.， Takahashi T.， Nagata M. 
and Yamazaki T. : Rearrangement of Dewar 
4・Pyrimidinones to β-Lactams Containing an 
Exocyclic Double Bond. XIIth International Con­
ference on Photochemistry， 1985， 8， Tokyo. 

14 ) Takahata H.， Suzuki T.， Hamada N. and 
Yamazaki T. : Reaction of Lithiated Thiolactams 
with Electrophiles. Tenth International Con­
gress of Heterocyclic Chemistry， 1985， 8， Water-
100. 

15 ) 高畑広紀， 守 山 恵子， 穴 沢 昭， 中 島 智子，
馬場康則， 山崎高層 : ヶ テ ン - S ， N - ア セ タ ー ル
体 を 用 い る 含窒素及 ぴ含酸素複素環化合物の合成研
究. 第17 回複素環化学討論会， 1985， 8 ， 札幌.

16 ) 高畑広紀， 鈴木敏彰， 浜田奈保子， 山崎高曙 :
チ オ ア ミ ド体か ら 誘導 さ れ る メ タ ロ エ メ ミ ン 体 を 用
い る 有機合成反応. 第12 回 反応 と 合成の進歩 シ ン ポ
ジ ウ ム， 1985， 11 ， 名 古屋.

17 ) 的場勝英， 野田浩子， 山 崎高臆 : 2・Methoxy-
2， 5-cyclohexadienone の化学N 2・Methoxy-4-
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Nomura K. : Aldose Reductase Inhibitors : Flavo­
noids， Alkaloids， Acetophenones， Benzophenones 
and Spirohydantoins of Chroman. Arch. Biochem. 
Biophys. 239 : 491-496， 1985. 

8 ) Kobashi K.， Takebe S. and N umata A. : 
Specific Inhibition of Urease by N-Acylphos­
phoric Triamides. J. Biochem. 98 : 1681-1688， 
1985. 

9) Hattori M.， Shu Y.-Z.， Kobashi K. and 
N amba T. : Metabolism of albiflorin by human 
intestinal bacteria. Wakan Iyaku Gakkaishi 2 :  

398-404， 1985. 
⑨ 総 説

1 )  小橋恭一 : 生菌剤投与に よ る 高脂血症お よ び
胆石症の治療. 治療学 14 : 673-674， 1985. 

2 )  小橋恭一 : 腸 内 フ ロ ー ラ に よ る 薬物代謝. 微
生物 1 : 26-31， 1985. 

3) 小橋恭一 : 腸 内細菌酵素に よ る 医薬品 の代謝.
家庭薬研究 4 : 3 -22， 1985. 
⑨ 学会報告

1 )  小橋恭一， 小西理佐， 金 東鉱， 岩崎有紀，
稲垣智子， 森川 忠則 : 生理活性フ ェ ノ ー ル化合物の
Sulfotransferase に よ る 硫酸 化 . 日 本薬学会第105
年会， 1985， 4 ， 金沢.

2 )  中橋和明， 小竹慎二郎， 森川 忠則， 竹部幸子，
小橋恭一 : ジ ペプチ ジ ル ヒ ド ロ キ サム 酸の合成 と そ
の ウ レ ア ー ゼ 阻害作用 . 日 本薬学会第 105 年会，
1985， 4 ， 金沢.

3 )  田 中 美穂， 小橋恭一， 中井 昇 : ラ ッ ト 尿由
来の性依存性 タ ン パ ク 質の化学的性質. 日 本薬学会
第105年会， 1985， 4 ， 金沢.

4 )  赤尾泰子， 赤尾光昭， 小橋恭一， 服部征雄，
難波恒難 : ヒ ト 腸内細菌 Ruminococcus と Clostridi­
um innocuum の グ リ チ ル レ チ ン 酸デ ヒ ド ロ ゲナー
ゼ. 日 本薬学会第105年会， 1985， 4 ， 金沢.

5 )  竹部幸子， 石坂浩文， 小橋恭一 : ウ レ ア ーゼ
阻害剤の抗 UreaPlasma 作用機構. 日 本薬学会第105
年会， 1985， 4 ， 金沢.

6) 酒井立夫， 小橋恭一 : 生薬 に お け る ア フ ラ ト
キ シ ン 生産菌 の成長 と 毒素生産(2). 日 本薬学会 105
年会， 1985， 4 ， 金沢.

7) 赤尾光昭， 壬生京子， 小橋恭一， 服部征雄，
難波恒雄 : ヒ ト 腸内細菌に よ る 大黄成分の代謝 一還
元型 フ ラ ビ ン に よ る セ ニ ジ ン の還元開裂一. 日 本薬
学会第105年会， 1985， 4 ， 金沢.

8 )  舘 躍 中 ， 服部征雄， 難波恒雄， 小橋恭一 :
腸 内細菌に よ る 和漢薬成分の代謝 ( 第 9 報)一腸内細

菌 に よ る 9薬成分 paeoniflorin 及 び albiflorin の代
謝 日 本薬学会第105年会， 1985， 4 ， 金沢.

9) 遠藤義之， 服部征雄， 難波恒雄， 竹部幸子，
小橋恭一， 深作 昇 : 腸 内細菌 に よ る 和 漢薬成分の
代謝( 第10報 ) 厚朴成分 Magnolol の生体内運命(11)

日 本薬学会第105年会， 1985， 4 ， 金沢.
10 ) 渡辺 護， 竹部幸子， 荒川 良， 上村 清，

小橋恭一 : 有機 リ ン 剤抵抗性 コ カホ タ ア カ イ エ カ に お
け る コ リ ン エ ス テ ラ ーゼ(ChE ) 活性 と 2 ， 3 の薬剤
に よ る そ の 阻害. 第37回衛生動物学会， 1985， 3 ， 
川 崎.

11 ) 上村 清， 渡辺 護， 荒川 良， S.S. Ahmed， 
竹部幸子， 小橋恭一， 丸 山 由紀子 : 水 田 に お け る コ
方、タ ア カ イ エ カ の最近の 多発性 と 殺虫剤抵抗性 に つ
い て . 第29 回応用動物見虫学会， 1985， 4 ， 府 中 .

1 2 )  宇野沢宣可， 竹部幸子， +fi諒一， 難波恒雄 :
若年 ラ ッ ト と 老齢ラ ッ ト に おけ る 腸 内細菌叢 の差異.
日 本薬学会北陸支部第65 回例会， 1985， 6 ， 富 山 .

13 ) Kobashi K.， Kim D.-H. and Morikawa 
T :  Enzyma tic 0引Ilfation of physiologcally 
active peptides and phenols by arylsulfotrans­
ferase. The 13th International Congress of Bio­
chemistry， 1985， 8， Amsterdam. 

14 ) 金 東舘， +fi諒一 : ヒ ト 腸 内 菌 由来の新酵
素 Arylsulfotransferase の 反応機構. 日 本生化学会
第58 回大会， 1985， 9 ， 仙 台 .

15 ) 稲垣智子， 坂本恵司， 中 野正晴， 小竹慎二郎，
岩崎有紀， 森 川 忠則， 金 東鉱， 小橋恭一 : Aryl­
sulfotransferase に よ る CCK・8 の合成. 日 本生化学
会第58回大会， 1985， 9 ， 仙 台 .

16 ) 清水洋一， 藤井 豊， 小橋恭一， 中井 昇 :
肝プロ テア ーゼに よ る Ml 型 Pyruvate Kinase の失
活 3 . プ ロ テ アーゼの局在性お よ び食餌に よ る 影
響. 日 本生化学会第58 回大会， 1985， 9 ， 仙 台 .

17 ) 赤尾光昭， 為井弘範， 小橋恭一 : ス ト レ プ ト
リ ジ ン S 産生に 必須のペプチ ド 日 本生化学会第58
回大会， 1985， 9 ， 仙 台 .

18 ) 赤尾泰子， 赤尾光昭， 小橋恭一， 服部征雄，
難波恒雄 : ヒ ト 腸 内菌 Ruminococcus の 3β酬 ヒ ド ロ キ
シ コ ラ ン 酸デ ヒ ド ロ ゲナーゼ. 日 本生化学会第58 回
大会， 1985， 9 ， 仙 台 .

19 ) 坂本恵 司 ， 中野正晴， 小竹慎二郎， 稲垣智 子，
坂本栄子， 岩崎有紀， 森川 忠則， 金 東鉱， 小橋恭
一 : CCK お よ び そ の 類縁体の酵素 に よ る 0-硫酸エ

ス テ ル化. 第23回ペプチ ド 化学討論会， 1985， 10， 
京都.

20 ) 渡辺 護， 金 東鉱， 竹部幸子， 小橋恭一 :
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4 )  渡辺一義， 鶴藤 丞， 中 川 秀夫 : イ ム ノ ア ッ
セ イ プ レ ー ト を 用 い る 改良 型 Disposable Boyden 
Chamber と その有用性. 第 6 回 日 本炎症学会， 1985， 
7 ， 東京.

5) 坂田和彦， 中 川 秀夫， 山 本智 恵子 : 血柴の ゼ
ラ チ ン 分解酵素 は 炎症の chronic-phase reaçtant で
あ る . 第 6 回 日 本炎症学会， 1985， 7 ， 東京.

6 )  平 田一成， 中川秀夫 : Acute-phase reactants 
に 関す る 研究(3) シ ス テ イ ン ・ プ ロ テ ア ーゼイ ン ヒ ビ
タ ー の 炎症時に お け る 変動. 第 6 回 日 本炎症学会，
1985， 7 ， 東京.

7 )  相川 幸彦， 中 川 秀夫 : 抗炎症性 ス テ ロ イ ド に
よ る 炎症組織 コ ラ ー ゲ ン 分解抑制作用 の解析. 第 6
回 日 本炎症学会， 1985， 7 ， 東京.

8) 中 川 秀夫， 蹴互一義 酒井雄子， 大 山 美和子，
鶴藤 丞 : プ ロ テ ア ーゼ ・ イ ン ヒ ピ タ ー の抗炎症作
用 : (4)血小板活性化因子(AAGPC) で誘導 き れ る ラ
ッ ト 多形核 白 血球中性プ ロ テ ア ーゼ放 出 に 対す る 影
響. 第 6 回 日 本炎症学会， 1985， 7 ， 東京.

9 )  三井健一自民 伊東勝美 山 口 貴 史， 安藤 進 :
Perfringolysin 0 に よ る 溶血 と ポ リ ホ ス ホ イ ノ シ チ
ド代謝. 第32 回毒素 シ ン ポ ジ ウ ム， 1985， 7， 東京.

10  ) 木下盛敏， 三 井 健一郎 : Perfringolysin 0 
の cholesterol gel への吸着様式. 第四回 日 本生化学
会大会， 1985， 9 ， 仙 台 .

11 ) 岩下淑子， 岩本真知子， 安藤 進， 三井健一
郎 : プロ テアーゼ限定分解に よ る 0・ 毒素 ( Perfringo・
lysin 0 ) の構造解析. 第 58 回 日 本生化学会大会，
1985， 9 ， 仙 台 .

12 ) 平 田 一成， 中川秀夫 : 炎症に お け る プ ロ テ ア
ーゼイ ン ヒ ビ タ ー の血柴 お よ び惨 出液レベルの変動.
第58 回 日 本生化学会大会， 1985， 9 ， 仙 台 .

13 ) 坂 田 和彦， 中川秀夫 : 炎症時に 上昇す る 血清
ゼ ラ チ ン 分解酵素の性状. 第58 回 日 本生化学会大会，
1985， 9 ， 仙 台 .

14 ) 中 川 秀夫 : 炎症反応におけ る プロ テ アーゼお
よ びイ ン ヒ ビ タ ー の 関与. 第四 回 日 本生化学会大会，
1985， 9 ， 仙 台 .
⑨ そ の 他

1 )  中 川 秀夫， 鶴藤 丞 : 炎症急性期 の渉 出 液ゼ
ラ チナーゼの精製 と 性状. 結合組織 16 : 132-133， 
1985. 

有機 リ ン 系殺虫剤抵抗性 コ カ、、 タ ア カ イ エ カ の ア リ エ
ス テ ラーゼ. 日 本薬学会北陸支部第67 回例会， 1985， 
11 ， 金沢.

21 ) Kobashi K.， Kim D.-H. and Morikawa 
T. : A novel type of arylsulfotransferase. The 3rd 
Int1. Conf. on Macromo1. Structure and Function， 
1985， 12， Tokorozawa. 
⑨ そ の 他

1 )  赤尾光昭， 赤尾泰子， 小橋恭一 : ヒ ト 腸 内 菌

及 びそ の酵素に よ る 甘草成分の グ リ チ ル リ チ ン の代
謝 . 乳酸菌 研 究会 に 関 す る 報告書 〔 昭和59年度〕
223-228， 1985. 

2 )  小橋恭一 : ヒ ト 腸内菌由来の Arylsulfotrans­

ferase に よ る 生理活性 フ ェ ノ ー ル化合物の硫酸化.
和 漢薬 ・ バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー委託研究成果報告書

( 富 山 県 ) 46-50， 1985 . 
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⑨ 原 著
1 )  Watanabe K.， Nakagawa H. and Tsurufuji 

S. : Vascular permeability changes by proteinase 

inhibitors in Carrageenin-induced inflammation 

in rats. Agents Actions， 17 : 472-477， 1985. 
2) Watanabe K.， Nakagawa H. and Tsurufuji 

S. : A new simple plastic chemotaxis device of 
the Boyden chamber type utilizing an immuno­
assay plate. ]apan J. Pharmaco1 .  39 : 102-104， 
1985. 
⑥ 総 説

1 ). 中 川 秀夫 : 炎症 と 生体防御 反応. Therapeu­
tic Research 2 :  49-54， 1985. 
⑨ 学会報告

1 )  中 川 秀夫， 平 田一成， 酒井雄子， 金子正之，
鶴藤 丞 : Piroxicam のエ ラ ス タ ーゼに 対す る 特異
的 阻害作用 . 日 本 薬 学 会 第 105年会， 1985， 4 ， 
金沢.

2) 中 川 秀夫 : 炎症性難治疾患一一線維形成 と 吸
収か ら み て . 第 6 回 日 本 炎症学会， 1985， 7 ， 東京.

3 )  渡辺一義， 中 川 秀夫， 鶴藤 丞 : け い光色素
標識牛血清ア ルブ ミ ン に よ る 高感度血管透過性冗進
の測定法. 第 6 回 日 本 炎症学会， 1985， 7 ， 東京.
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3 )  黒崎文也， 西 荒介 : ニ ン ジ ン 培養細胞 の フ

ァ イ ト ア レ キ シ ン 産生 に影響 を 及ぽす諸要因 に つ い
て . 日 本薬学会第105年会， 1985， 4 ， 金沢.

4 )  垣内正人， 岡村昭治， 西 荒介 : ニ ン ジ ン 培
養細胞抽 出 液 中 の チ ュ ー プ リ ン の変動. 第 9 回植物
組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1985， 7 ， 神戸 .

5 ) 黒崎文也， 鶴湾 豊， 西 荒介 : ニ ン ジ ン 培
養細胞に よ る フ ァ イ ト ア レ キ シ ン の誘導. 第 9 回植
物組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム， 1985， 7 ， 神戸.

6 )  守 田 雅志， 西 荒介 : 真正粘菌 の糖 タ ン パ ク
の 生 合 成 . 日 本植物学 会 第 50 回大会， 1985， 10， 
新潟 .
⑥ そ の 他

1 )  西 荒介 : 試験管に 生 ま れ る 生命. 金沢社会
教育セ ン タ ー， 1985， . 3 ， 金沢.
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⑨ 原 著
1 )  Klocke J. A.， Arisawa M.， Handa S. S. ， 

Kinghorn A. D.， Cordel G. A. and Farnsworth 

N. R. : Groth Inhibitory， Insecticidal and Anti­

feedant Effects of Some Antileukemic and Cyto­
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